
ストーブなど温度の高くなる
ものを器具の真下に置かない
でください。火災、故障の原
因になります。

警告

注意

XG254080#YA-1

布や紙など燃えやすいもので
覆ったり、かぶせたりしない
でください。火災の原因にな
ります。

器具を改造しないでください。
火災、感電の原因になります。

器具の隙間や放熱穴に金属類
や燃えやすいものを差し込ま
ないでください。火災、感電
の原因になります。

取り付けは取扱説明書にした
がい確実におこなってくださ
い。不完全な取り付けをする
と、火災、感電、けがの原因
になります。

電源接続の際は取扱説明書に
したがい確実におこなってく
ださい。接続が不完全な場合
は接触不良により火災の原因
になります。

アース工事は電気設備基準に
したがって確実におこなって
ください。アースが不完全な
場合は接触不良により火災の
原因になります。

器具の取り付けは重量に耐え
るところに確実におこなって
ください。取り付けに不備が
あると落下し、感電、けがの
原因になります。

お手入れの際には、必ず電源
を切ってください。電源を切
らないと、感電の原因になり
ます。

本体表示および取扱説明書に
したがって指定されたランプ
を使用してください。指定以
外のランプを使用すると火災
の原因になります。

万一、煙が出たり、変な臭い
がするなどの異常を感じた場
合は、速やかに電源を切って
ください。異常状態がおさ
まったことを確認し、販売店
または弊社にご相談ください。

OFF

腐食性ガス・粉じんの影響を
受ける場所、または振動の多
い場所では使用しないでくだ
さい。損傷、過熱、火災、感
電、落下の原因になります。

表示された電源電圧以外の電
圧で使用しないでください。
火災、感電の原因になること
があります。

電源工事は必ず工事店・電器
店（有資格者）に依頼してく
ださい。一般の方の電源工事
は禁止されています。

点灯中または消灯直後はラン
プおよび器具が高温になって
おりますので、さわらないで
ください。やけどの原因とな
ります。

明るく安全に使用していただ
くために定期的に清掃・点検
をおこなってください。不具
合がありましたらそのまま使
用しないで工事店・電器店に
修理を依頼してください。

お手入れの際は水洗いしたり、
スプレー式洗剤などを直接か
けたりしないでください。
火災、感電の原因になります。

調光器のついている回路では
使用しないでください。
故障や火災の原因になること
があります。調光器

照明器具取扱説明書 保管用

このたびはオーデリック照明器具をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
お使いの前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

製品名
XG 254 080

●施工者様へ：工事が終わりましたら、この取扱説明書は必ずこの器具をお使いになるお客様へお渡しください。
●お客様へ：お読みになった後は必ず保管してください。

安全上のご注意：必ずお読みください！ この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
人が死亡、または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
人が重傷を負う可能性、および物的損害の発
生が想定される内容を示します。

この取扱説明書、および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いい
ただくようあなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するた
めに次のような‘マーク表示’を行っています。その表示と意味は次のよ
うになっております。内容をよくご確認の上、本文をお読みください。

警告

注意



■各部の名称

■取付寸法図

防湿・防雨型／天井面取付専用　直管形LEDベースライトXG 254 080
製品名

■定格

●LEDには光のバラツキがあるため、同一品番
でも商品ごとに発光色、明るさが異なる場合
があります。

必ず防水器具対応のODELIC_LEDランプを
ご使用ください。
指定以外のランプを使用すると、火災のおそれが
あります。

警告 蛍光灯などは使用できません

専用器具

定格電圧
周波数

AC100V～242V
50/60Hz共用

標準ランプ
（口金G13）

直管形LEDランプ20形
※防水器具用　580mm

8.5W消費電力

0.086A（100V）
0.047A（200V）
0.042A（242V）

入力電流

電源穴

2-電源穴（K.O.）

電源穴（K.O.）

70

2-長穴（取付ボルト用）

2-ダルマ穴（木ねじ用）

400
470

本体

ソケット

アースねじ

反射板取付ねじ

反射板

口出し線

LEDランプ
ソケットキャップ

●軒下（雨線内）に設置してください。
　※壁面取付不可

設置場所について

●以下の場所では使用しないでください。

・風の強い場所
・常時高温・高湿度になる場所
・腐食性ガスが発生する場所
・塩害を受ける場所
・屋内プール等、塩素雰囲気にさらさ
れる場所
・振動の強い場所



■器具の取り付けかた 器具の取り付けは重量に耐えるところに確実におこなってください。
取り付けに不備があると落下し、感電、けがの原因となります。警告

器具の重量に十分耐えるよう、取付ボルトの
強度をあらかじめ確保しておいてください。

XG254080#YA-2

ソケットを本体に取り付けてください。

ソケットの溝を本体の
ツメにスライドさせて
ください。

本体を取り付けてください。

1 3

4

電源線・アース線を接続してください。

2

【木ねじ取付の場合】

【ボルト取付の場合】

1

●ボルト・ワッシャー・
六角ナットは付属して
おりません。

●木ねじは必ず補強材の
ある場所へ取り付けて
ください。

●ナットは必要以上に強
く締め付けないでくだ
さい。器具破損の原因
となります。

●木ねじは付属しており
ません。

本体

ボルト

ワッシャー
六角ナット

補強材

木ねじ

本体

1

2 アース線をアースねじに接続してください。

警告 電源線を接続または解除する際は必ず電源を切って
ください。電源を切らないと感電の原因になります。

★必ずD種（第三種）接地工事をおこなってください。
接地が不完全な場合、火災の原因となります。

電源線と口出し線を、圧着スリーブ等で確実に接続し、
自己融着テープを巻き、更に絶縁用ビニールテープで仕
上げてください。
★電源接続部の防水と絶縁は確実におこなってください。
不完全な場合、感電・火災の原因となります。

ソケット

溝
ツメ

反射板を取り付けてください。

取り付け前の準備をしてください。

反射板を本体からはずしてください。

3

ソケットからソケットキャップをはずして
ください。

2

本体

反射板

反射板取付ねじ

電源線

アースねじ

アース線

使用する電源穴から電源線・アース線を引き込んでから
取り付けてください。

反射板

反射板取付ねじ

本体



お問い合わせ・ご相談は カスタマーサービス 03-3332-1123 へご連絡ください。

本 社 住所：〒168-0081 東京都杉並区宮前1-17-5　 TEL：(03)3332-1111　FAX：(03)3332-1103

カスタマーサービス 住所：〒168-0081 東京都杉並区宮前1-17-5　 TEL：(03)3332-1123　FAX：(03)3332-1412

保証について 保証の内容は下記のとおりとさせていただきます。 アフターサービスについて
■保証とアフターサービス

保証の免責事項
保証期間内でも次の場合には原則として有料に 
させていただきます。

1.使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障
及び損傷
2.お買いあげ後の取付場所の移設、輸送、落下など
による故障及び損傷
3.火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、異常
電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）などに
よる故障及び損傷
4.車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び
損傷
5.施工上の不備に起因する故障や不具合
6.法令、取扱説明書で要求される保守点検を行わな
いことによる故障及び損傷
7.日本国内以外での使用による故障及び損傷

修理を依頼されるとき
1.保証期間中は
　万一故障がおきた場合は、お買い上げ日を特定でき
るものを添えてお買い上げの販売店（工事店）まで
お申し出ください。
2.保証期間を過ぎているときは
　お買い上げの販売店（工事店）にご相談ください。
修理によって機能が維持できる場合は、ご希望によ
り有料修理させていただきます。

補修用性能部品の最低保有期間
弊社は照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製
造打ち切り後最低6年間保有しています。性能部品
とは、その商品の機能を維持するために必要な部品
（同等機能を有する代替品を含む）です。

保証期間
保証期間は、商品お買いあげ日（お引き渡し日）
より1年間です。
但し、蛍光灯器具・HID器具の安定器とLED電源
装置は3年間です。安定器は磁気回路式安定器（通
称：銅鉄安定器）と電子式安定器（通称：イン
バータバラスト）を対象とします。ランプ・グ
ロー点灯管・電池などの消耗品は対象外とさせて
いただきます。
※保証の例外
24時間連続使用など、1日20時間以上の長時間の
使用の場合は、上記の半分の期間とします。

保証内容
取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った
使用状態で保証期間内に故障した場合には、無料
修理させていただきます。

■保守・点検・その他の留意点
○器具のお手入れは柔らかい布で軽く拭いてくだ
さい。
＊汚れがひどい場合は、水または薄めた中性洗
剤を含ませた布をよく絞って拭き、洗剤分が
残らないように水で2度拭きした後、乾いた
柔らかい布で仕上げてください。
＊木材、紙、布などは水拭きせずに、柔らかい
布またははたきで、こまめにほこりを落とし
てください。

【ご注意】
※スプレー式洗剤などを直接器具にかけると火
災の原因になります。必ず布に含ませてご使
用ください。
※シンナー・ベンジン等のご使用はお避けくだ

さい。器具が変色・変形する場合がありま
す。

○ほこりはこまめにおとりください。
○揮発性物質および殺虫剤等を器具にかけない
でください。
○器具の近くで赤外線リモコン方式のテレビ等
の機器を使用するのはお避けください。リモ
コン操作しても作動しない場合がありますの
でご注意ください。
○器具を山間部、鉄筋建物等の電波の弱い地域
でご使用する場合、音響、映像機器に影響を
与えることがあります。特に器具の近くでの
ラジオの使用はお避けください。雑音が入る

場合があります。
○明るく安全に使用していただくために、本体
表示または取扱説明書にしたがって定期的に
点検をおこなってください。
○長期間ご使用にならない場合は次のような保
管環境をお守りください。
＊直射日光を避けて0～35℃の温度範囲で保
管してください。
＊ほこりの多い場所での保管は避けてください。
＊35～85％の湿度範囲で保管してください。
○廃棄の際は分別回収にご協力お願いいたします。

LEDランプを取り付けてください。5

照明器具の寿命について

設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても内部の劣化が進行しています。点検、交換をおすすめします。
　※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯、年間3000時間点灯。（JIS C 8105-1 解説による）
　※周囲温度が高い場合、点灯時間が長い場合は寿命が短くなります。
•1年に1回は、「安全チェックシート」により、自主点検してください。
•3年に1回は、工事店等の専門家による点検をお受けください。
•点検せずに長期間使い続けると、まれに発煙、発火、感電などに至るおそれがあります。
「安全チェックシート」は弊社ホームページ（http://www.odelic.co.jp）で紹介をしています。

◎照明器具には寿命があります。

注意

ソケットキャップをソケット
にしめ込んでください。

ソケットキャップをラン
プの両側に通してから、
ランプをソケットに差し
込んでください。

強めに押し
ながらしめる

ソケットキャップ

ランプ

ソケット

0リング

1

2

●ソケットキャップ内にパッキン
とリングがはめこまれているか
確認してください。

パッキン
リング

注意
しめ込み不足は浸水の原因に
なります。
ソケットキャップがOリングに
密着するまでしめつけてくだ
さい。

0リング



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


